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日
本
最
高
権
威
と
言
わ
れ
る

本
協
会
の
認
定
試
験
を
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
。

➊
こ
の
試
験
は
、
将
来
書
道
教

師
を
希
望
す
る
方
、
又
は
書
家

と
し
て
世
に
立
と
う
と
さ
れ
て

い
る
方
、
或
は
趣
味
と
し
て
書

を
勉
強
さ
れ
る
方
で
、
十
八
才

以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
経
験
の

有
無
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
受
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

➋
こ
の
試
験
は
第
一
次
か
ら
第

四
次
の
試
験
ま
で
四
段
階
に
分

れ
て
い
て
、
易
し
い
内
容
の
も

の
か
ら
難
し
い
も
の
へ
と
、
段

階
的
に
進
ん
で
ゆ
く
受
験
方
法

が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

先
ず
、
第
一
次
と
第
二
次
の

試
験
は
半
紙
作
品
の
み
の
試
験

で
す
。
第
三
次
と
第
四
次
の
試

験
は
所
定
の
古
法
帖
に
よ
る
勉

強
を
積
ん
で
か
ら
受
験
し
ま
す
。

こ
の
間
に
相
当
な
実
力
が
蓄
え

審　

査　

顧　

問

秋　

山　

青　

桃

新　

井　

飛　

山

石　

村　

玉　

苑

岩　

井　

江　

翠

宇 

佐 

美 

大 

雲

内　

田　

東　

水

木　

村　

朱　

炎

中　

川　

祐　

聖

馬　

場　

富　

耀

松　

川　

雪　

峯

三　

浦　

秋　

鶴

検　

定　

委　

員

石　

塚　

翠　

菀

碓　

井　

珠　

芳

大　

西　

研　

堂

早 

乙 

女 

柏 

苑

酒　

井　

真　

園

佐　

藤　

桜　

秀

佐　

藤　

豊　

仙

鈴　

木　

小　

史

高　

橋　

尭　

山

千 

代 

倉 

杉 

花

中　

野　

芳　

州

藤　

永　

月　

江

松　

田　

小　

巴

松　

山　

江　

雨

三　

木　

翠　

耿

八 

ッ 

繁 

香 

月

米　

津　

菊　

川

審　査　顧　問・検　定　委　員（敬称略五十音順）

・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

大
部
分
の
方
が
合
格
し
ま
す
。

従
っ
て
、
書
道
教
師
又
は
書
家

と
し
て
世
に
処
し
て
も
恥
ず
か

し
く
な
い
実
力
が
得
ら
れ
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

➌
こ
の
試
験
の
長
所
と
し
て
は

　

①
家
庭
に
於
い
て
も
勉
強
が

で
き
、
独
学
の
方
で
も
受
験
で

き
ま
す
。

　

②
書
塾
に
通
っ
て
勉
強
さ
れ

て
い
る
方
は
、
塾
の
先
生
の
御

指
導
を
受
け
な
が
ら
受
験
で
き

ま
す
。

　

③
段
階
式
の
学
習
方
法
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
書
を
初

め
て
学
ぶ
方
、
又
は
独
学
の
方

で
も
、
初
歩
よ
り
専
門
的
な
と

こ
ろ
ま
で
習
得
し
な
が
ら
受
験

で
き
ま
す
。

　

④
試
験
は
、
毎
年
春
秋
二
回

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
順
調
に
進

ま
れ
た
場
合
は
、
最
小
限
二
ヵ

年
で
書
道
教
師
の
資
格
が
得
ら
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全
国
書
道
教
師
資
格
認
定
試
験
の
お
す
す
め

れ
ま
す
。

　

⑤
前
項
に
も
述
べ
ま
し
た
様

に
少
な
く
と
も
二
ヵ
年
の
実
習

期
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
塾
に

通
っ
て
指
導
を
受
け
て
い
る
方

は
い
う
に
及
ば
ず
、
初
歩
の

方
々
、
独
学
の
方
々
で
も
相
当

な
実
力
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

➍
本
協
会
の
段
階
式
学
習
方
法

に
よ
れ
ば
、
専
門
的
で
取
り
つ

き
に
く
い
と
思
わ
れ
て
い
る
書

の
道
に
誰
で
も
が
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
入
っ
て
行
く
こ
と

が
で
き
、
そ
し
て
、
相
当
な
処

ま
で
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
は
、
受
験
生
の
方
々
に
、

常
に
夢
と
希
望
を
与
え
な
が
ら
、

勉
強
を
進
め
て
い
く
指
導
性
の

濃
い
試
験
方
法
が
と
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
本
試
験
の
受
験

を
お
す
す
め
す
る
ゆ
え
ん
で
あ

り
ま
す
。
奮
っ
て
御
応
募
下
さ
い
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

第
百
二
十
五
回
全
国
書
道
教
師
資
格
認
定
試
験
募
集
要
項　

　

一
、
対　
　
　

象　

書
道
教
師
を
志
望
す
る
年
齢
十
八
才
以
上
の
方
。

　

二
、
申　
　
　

込　

令
和
八
年
五
月
十
日
（
同
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
公
益
社
団
法
人
日
本
書
作
家
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
認
定
試
験
部
に
受
験
料
を
添
え
所
属
の
塾
を
通
し
て
申
込
の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
個
人
の
方
は
直
接
）

　

三
、
受　

験　

料　

一
次
に
つ
き
、
五
、
五
〇
〇
円
と
す
る
。
（
税
込
。
尚
一
度
納
入
し
た
受
験
料
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

返
戻
し
な
い
）

　

四
、
試
験
の
科
目　

次
の
四
種
類
と
す
る
。

　
　
　
　
　

⑴
第
一
次
認
定
試
験　

⑵
第
二
次
認
定
試
験　

⑶
第
三
次
認
定
試
験　

⑷
第
四
次
認
定
試
験　

　

五
、
受
験
資
格
者　

次
の
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑴　

第
一
次
受
験
有
資
格
者
＝
十
八
才
以
上
の
方
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑵　

第
二
次
受
験
有
資
格
者
＝
第
一
次
試
験
に
合
格
し
て
そ
の
資
格
を
得
た
方
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑶　

第
三
次
受
験
有
資
格
者
＝
第
二
次
試
験
に
合
格
し
て
そ
の
資
格
を
得
、
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
当
協
会
所
定
の
実
習
過
程
表
Ａ
項
を
修
了
し
た
方
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑷　

第
四
次
受
験
有
資
格
者
＝
第
三
次
試
験
に
合
格
し
て
そ
の
資
格
を
得
、
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
当
協
会
所
定
の
実
習
過
程
表
Ｂ
項
を
修
了
し
た
方
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑸　

申
込
締
切
ま
で
に
各
試
験
の
実
習
過
程
表
規
定
項
目
を
修
了
し
た
方
。　

　

六
、
書　
　
　

式　

次
の
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑴　

半
紙
「
寸
法
三
三
・
五
セ
ン
チ
（
一
尺
一
寸
）
×
二
四
・
二
セ
ン
チ
（
八
寸
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
縦
書
き
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
、
「
漢
字
」
＝
二
行
縦
書
き
に
し
一
行
目
を
三
字
、
二
行
目
は
二
字
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
句
五
字
と
す
る
。
（
文
意
あ
る
語
句
を
選
ぶ
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
、
「
か
な
」
＝
二
行
縦
書
き
に
し
全
十
五
字
以
上
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑵　

条
幅
（
小
雅
仙
半
折
と
す
る
）
「
寸
法
三
五
セ
ン
チ(

一
尺
一
寸
五
分
）
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
三
六
セ
ン
チ
（
四
尺
五
寸
）
」
に
縦
書
き
と
す
る
。

　

七
、
書　
　
　

体　

次
の
四
体
と
す
る
。
（
字
句
は
自
由
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑴　

楷
書　
　
　

⑵　

行
書　
　
　

⑶　

草
書　
　
　

⑷　

か
な

　

八
、
作　
　
　

品　

⑴　

本
協
会
指
定
の
出
品
票
を
附
し
、
所
属
の
塾
を
通
し
て
、（
個
人
の
方
は
直
接
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
八
年
五
月
二
十
五
日
（
必
着
）
ま
で
に
公
益
社
団
法
人
日
本
書
作
家
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

認
定
試
験
部
へ
提
出
の
こ
と
。
作
品
は
返
戻
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑵　

出
品
作
品
は
次
の
通
り
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
、
「
第
一
次
試
験
」
＝
楷
書
を
揮
毫
し
た
半
紙
自
運
作
品
一
点
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
、
「
第
二
次
試
験
」
＝
行
書
を
揮
毫
し
た
半
紙
自
運
作
品
一
点
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
、
「
第
三
次
試
験
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㋑
半
紙
＝
草
書
を
揮
毫
し
た
自
運
作
品
一
点
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㋺
条
幅
＝
本
文
十
四
字
以
上
を
揮
毫
し
た(

書
体
自
由
）
漢
字
自
運
作
品
一
点
。 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㋩
条
幅
＝
和
漢
朗
詠
集
の
内
一
首
を
臨
書
し
た
か
な
作
品
一
点
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㋥
Ａ
項
修
了
を
証
明
さ
れ
た
実
習
過
程
表
（
第
二
次
合
格
時
協
会
よ
り
発
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
、
「
第
四
次
試
験
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㋑
半
紙
＝
か
な
を
揮
毫
し
た
自
運
作
品
一
点
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㋺
条
幅
＝
同
文
の
五
言
絶
句
楷
行
草
各
体
を
半
折
に
揮
毫
し
た
漢
字
自
運
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
一
点
ず
つ
計
三
点
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㋩
条
幅
＝
継
色
紙
の
内
、
一
首
を
半
折
に
臨
書
し
た
、
か
な
作
品
一
点
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㋥
Ｂ
項
修
了
を
証
明
さ
れ
た
実
習
過
程
表
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㋭
レ
ポ
ー
ト

　
　

九
、
審　
　
　

査　

⑴　

審
査
は
協
会
で
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑵　

一
度
決
定
し
た
審
査
の
異
議
は
受
け
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑶　

審
査
員
は
審
査
顧
問
の
中
よ
り
協
会
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

　
　

十
、
合
格
の
発
表　

合
格
の
発
表
は
作
品
〆
切
後
一
ヶ
月
以
内
に
合
格
者
に
通
知
す
る
。

　

十
一
、
合
格
者
の
資
格　

⑴　

第
一
次
よ
り
第
三
次
ま
で
の
合
格
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
受
験
し
た
左
記
の
資
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
附
与
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑵　

第
四
次
合
格
者
に
は
師
範
の
資
格
を
附
与
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑶　

前
⑴
⑵
の
外
、
合
格
者
に
は
次
の
称
号
を
附
与
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
道
教
師
見
習
（
第
一
次
試
験
合
格
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
道
教
師
助
手
（
第
二
次
試
験
合
格
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
　

道
　

助
　

教
　

師
（
第
三
次
試
験
合
格
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書　

道　

教　

師
（
第
四
次
試
験
合
格
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑷　

こ
の
試
験
は
、
将
来
国
家
試
験
が
実
施
さ
れ
た
際
、
実
技
試
験
の
免
除
を
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

的
と
し
て
い
る
。

　

十
二
、
料　
　
　

金　

認
定
料
、
登
録
料
、
手
続
手
数
料
は
次
の
通
り
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑴　

第
一
次
合
格
者
は
二
五
、
三
〇
〇
円
（
税
込
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑵　

第
二
次
合
格
者
は
三
七
、
五
〇
〇
円
（
税
込
、
教
材
を
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑶　

第
三
次
合
格
者
は
四
九
、
五
〇
〇
円
（
税
込
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑷　

第
四
次
合
格
者
は
七
一
、
五
〇
〇
円
（
税
込
、
金
看
板
代
其
の
他
を
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
金
納
入
確
認
を
も
っ
て
、
登
録
手
続
完
了
と
致
し
ま
す
。

　

十
三
、
取　
　
　

消　

不
正
受
験
に
よ
る
合
格
は
、
発
表
後
に
お
い
て
も
資
格
を
取
り
消
す
場
合
が
あ
る
。

　
　

受
験
料
、
登
録
料
は
、
郵
便
振
替
、
銀
行
振
込
、
持
参
に
て
ご
納
入
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

〒
一
一
六
ー
〇
〇
一
四　

東
京
都
荒
川
区
東
日
暮
里
一
ー
三
十
九
ー
十
一　

公
益
社
団
法
人　

日
本
書
作
家
協
会　

電
話
〇
三
（
三
八
〇
五
）
一
七
七
四
㈹　

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行　

日
暮
里
支
店
普
通
一
一
七
八
七
二
四　

郵
便
振
替
口
座　
　

〇
〇
一
六
〇
ー
三
ー
二
〇
〇
七
五　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　
　

〇
一
九
店
当
座
〇
〇
二
〇
〇
七
五　

加
入
者
名　

公
益
社
団
法
人　

日
本
書
作
家
協
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※　

作
品
の
提
出
締
切
日
に
注
意
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提　出　作　品　の　早　見　表

第 

一 

次

　

第
四
次
に　

　

提
出
す
る　

　　

作
品　
　
　

第
三
次
に

提
出
す
る

　
作
品　
　

　

第 
二 

次　

半　
　
　

紙

半　
　
　

紙

半　
　
　

紙

条　
　
　

幅

実
習
過
程
表

半　
　
　

紙

条　
　
　

幅

レ　
ポ　
ー　
ト

実
習
過
程
表

　

楷
書
体
五
字
（
文
意
あ
る
語
句
。
か
な
交
じ
り
は
不
可
）
・
タ
テ
二
行
書
き
、
自
運
に
限
る
。

　

行
書
体
五
字
（
文
意
あ
る
語
句
。
か
な
交
じ
り
は
不
可
）
・
タ
テ
二
行
書
き
、
自
運
に
限
る
。

　

草
書
体
五
字
（
文
意
あ
る
語
句
。
か
な
交
じ
り
は
不
可
）
・
タ
テ
二
行
書
き
、
自
運
に
限
る
。

　

自
運
＝
漢
字
・
本
文
十
四
字
以
上
を
小
雅
仙
半
折
に
揮
毫
し
た
作
品
一
点
。
（
書
体
自
由
）

　

臨
書
＝
か
な
・
和
漢
朗
詠
集
の
中
か
ら
、
か
な
一
首
を
小
雅
仙
半
折
に
揮
毫
し
た
作
品
一
点
。

　

Ａ
項
修
了
を
証
明
し
た
指
導
者
印
の
あ
る
実
習
過
程
表

　

か
な
＝
俳
句
又
は
和
歌
（
十
五
字
以
上
）
を
タ
テ
二
行
書
き
、
自
運
に
限
る
。

　

自
運
＝
漢
字
・
同
文
の
五
言
絶
句
を
楷
・
行
・
草
で
小
雅
仙
半
折
に
揮
毫
し
た
作
品
各
一
点　

　

臨
書
＝
か
な
・
継
色
紙
の
内
一
首
を
小
雅
仙
半
折
に
臨
書
し
た
二
行
書
き
作
品
一
点
。

　

実
習
過
程
表
に
定
め
た
項
目
「
書
道
教
育
の
段
階
の
認
識
よ
り
児
童
心
理
ま
で
」
八
項
目
に
つ
い
て
四
百
字
詰
原

　

稿
用
紙
（
枚
数
制
限
な
し
）
に
ま
と
め
る
。
書
記
用
具
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
万
年
筆
、
毛
筆
等
を
使
用
、
鉛
筆
は
不
可
。

　

活
字
は
不
可
。

　

Ｂ
項
修
了
を
証
明
し
た
指
導
者
印
の
あ
る
実
習
過
程
表
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○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
書
　

印　

印

提 出 作 品 規 定（例）

半
紙
作
品
例
（
第
一
次
〜
第
四
次
受
験
課
題
）

条
幅
作
品
例
（
第
四
次
受
験
課
題
）

条
幅
作
品
例
（
第
三
次
受
験
課
題
）

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○
（
名
又
は
号
の
み
）

○
○
○

○
○

　
　
　
　
　

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○

○
○
○

○
○

　
　
　
　
　

○
○
○
○

○
○
○

○
○

　
　
　
　
　

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○
（
名
又
は
号
の
み
）

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

　
　
　
　
　
　
　
　

○
○
書　

印　

印

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

　
　
　
　
　
　
　
　

○
○
書　

印　

印

（
自
運
十
四
字
以
上　

書
体
自
由
）

（
臨
書　

和
漢
朗
詠
集
よ
り
選
ぶ
）

（
自
運　

書
体
楷
書　

五
言
絶
句
よ
り
選
ぶ
）

（
自
運　

書
体
行
書
・
草
書　

楷
書
と
同
文
の
こ
と
）

（
臨
書　

継
色
紙
よ
り
選
ぶ
）

（第一次試験課題）

（楷書　５字　自運）

（第三次試験課題）

（草書　５字　自運）

（第二次試験課題）

（行書　５字　自運）

（第四次試験課題）

かな 15 字以上俳句又は

和歌を二行書き自運 　（　　　　　　　　　　）
条
幅
作
品
署
名
の
記
し
方

　

三
次
、
四
次
の
条
幅
作
品
漢
字
は
名
、
又
は
号
を
書
き
姓
は
書
か
な
い
。
そ
し
て

　

雅
印
（
一
顆
で
も
可
）
を
押
す
こ
と
。

　

三
次
、
四
次
の
条
幅
作
品
か
な
は
名
、
又
は
号
の
み
を
書
き
印
は
押
さ
な
い
。

半
紙
作
品
署
名
の
記
し
方

　

一
次
、
二
次
、
三
次
の
半
紙
作
品
は
姓
名
、
又
は
姓
号
を
書
く
。

　

四
次
の
半
紙
作
品
は
名
、
又
は
号
を
書
き
姓
は
書
か
な
い
。
（
印
は
押
さ
な
い
）

※　

作
品
・
雅
印
の
注
意

　
　
　

◇
同
字
が
続
く
際
「
々
」
は
使
用
し
な
い
。

　
　
　

◇
雅
印
に
は
必
ず
印
泥
を
使
用
す
る
こ
と
。

　
　
　

◇
旧
字
体
を
使
用
す
る
こ
と
。
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い
よ
い
よ
難
問
山
積
の
第
三
次
試
験
を
迎
え

　

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
条
件
を
具
備
し

　

な
い
と
受
験
資
格
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
今

　

か
ら
学
習
計
画
を
立
て
て
万
全
を
期
し
、
合
格

　

に
向
っ
て
お
進
み
下
さ
い
。

　

１　

受
験
規
定
第
三
次
の
項
目
を
精
読
し
、
出

　
　

品
作
品
に
誤
り
の
な
い
よ
う
確
認
し
ま
し
ょ

　
　

う
。

　

２　

実
習
過
定
表
と
共
に
指
導
者
申
請
書
が
同

　
　

封
さ
れ
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
現
在
の
指
導
者

　
　

の
了
解
と
所
定
事
項
の
記
載
を
い
た
だ
い
て
、

　
　

折
返
し
、
本
部
へ
提
出
下
さ
い
。

　

３　

右
の
申
請
に
よ
っ
て
本
部
の
別
に
定
め
る

　
　

審
議
を
経
て
指
導
の
先
生
に
本
部
か
ら
『
実

　
　

習
過
程
審
査
検
定
委
員
』
の
御
委
嘱
を
致
し

　
　

ま
す
。

　

４　

独
学
者
で
近
く
に
指
導
者
の
居
な
い
場
合

　
　

は
本
部
直
接
の
指
導
に
よ
っ
て
も
差
支
え
な

　
　

い
の
で
、
指
導
者
欄
は
「
本
部
」
と
記
載
の

　
　

上
提
出
下
さ
い
。

　

５　

以
上
の
手
続
き
が
済
む
と
、
い
よ
い
よ
過

　
　

程
表
の
Ａ
項
を
指
導
者
の
指
示
に
従
っ
て
、

　
　

順
次
学
習
し
、
終
了
項
目
ご
と
に
日
付
及
び

　
　

検
印
を
い
た
だ
き
履
修
の
証
明
を
得
な
け
れ

　
　

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

三
次
の
試
験
を
受
け
る
ま
で
に
Ａ
項
を
完

　
　

了
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
指
導
者
に
相
談
し
、

　
　

計
画
的
に
実
践
し
て
下
さ
い
。

　
　
　

古
典
書
は
本
部
か
ら
送
付
し
た
「
日
本
と

　
　

中
国
の
書
史
」
「
古
法
帖
抜
萃
」
を
使
用
し

　

必　

読

　
　
　
　

第
二
次
試
験
合
格
者
に

　
　

て
下
さ
い
。

　

６　

本
部
の
直
接
指
導
を
受
け
る
方
に
は
手
続

　
　

き
完
了
後
別
に
指
示
致
し
ま
す
。

　

７　

実
習
を
完
了
し
た
過
程
表
は
受
験
の
際
、

　
　

作
品
と
共
に
提
出
し
ま
す
。

　
　

（
注
意
事
項
）

　
　

ａ　

過
程
表
は
一
気
に
Ｂ
項
ま
で
実
習
す
る

　
　
　

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
着
実
に
Ａ
項
各
項

　
　
　

目
を
履
修
し
て
下
さ
い
。

　
　

ｂ　

過
程
表
は
第
四
次
に
も
引
続
き
用
い
ま

　
　
　

す
の
で
、
粗
雑
な
取
扱
い
や
紛
失
す
る
こ

　
　
　

と
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
　

ｃ　

検
印
や
日
付
そ
の
他
不
完
全
と
み
な
さ

　
　
　

れ
る
実
習
は
受
験
資
格
を
失
い
ま
す
の
で
、

　
　
　

将
来
の
た
め
に
も
厳
正
に
実
施
さ
れ
る
よ

　
　
　

う
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

　
　

！！

<

認
定
試
験
順
序>

　
　

事
務
局
で
は
、
受
験
申
込
書
が  

　

送
ら
れ
て
来
ま
す
と
、
コ
ン
ピ
ュ

　

ー
タ
ー
に
入
力
を
行
い
登
録
手
続

　

き
が
な
さ
れ
ま
す
。

　
　

受
験
作
品
が
送
ら
れ
て
締
切
日

　

が
過
ぎ
る
と
、
第
一
次
、
第
二
次
、

　

第
三
次
、
第
四
次
と
審
査
に
廻
さ

　

れ
ま
す
。

　
　

審
査
は
、
作
品
提
出
締
切
よ
り

　

一
ヶ
月
以
内
に
行
い
ま
す
。

　
　

合
否
の
結
果
は
、
指
導
者
宛
に

　

（
個
人
の
方
は
直
接
）
文
書
を
以

　

っ
て
通
知
し
ま
す
。
電
話
な
ど
に

　

よ
る
直
接
の
お
問
合
せ
に
は
お
答

　

え
で
き
ま
せ
ん
。

　

◇
認
定
書
の
発
送
は
、
指
導
者
宛

　

に
（
個
人
の
方
は
直
接
）
発
送
し

　

ま
す
。
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◇
こ
の
試
験
は
系
列
に
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の

　

系
列
の
方
で
も
受
験
が
出
来
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

　

の
人
た
ち
の
た
め
に
あ
る
も
の
で
す
。

◇
こ
の
試
験
は
、
十
八
歳
未
満
の
方
は
受
験
で
き
ま

　

せ
ん
。

◇
書
体
に
つ
い
て
、
出
品
作
品
は
、
４
頁
を
参
照
下

　

さ
い
。
初
め
て
出
品
す
る
方
は
、
楷
書
を
選
び
出

　

品
し
ま
す
。
二
次
で
は
行
書
、
三
次
で
は
草
書
、

　

四
次
で
は
、
か
な
を
選
ん
で
出
品
し
ま
す
（
こ
れ

　

は
半
紙
作
品
）
。

　

但
し
、
三
次
・
四
次
は
半
紙
作
品
の
外
に
、
条
幅

　

作
品
も
出
品
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
規
定
要

　

項
を
熟
読
下
さ
い
。

◇
違
法
は
取
り
消
さ
れ
ま
す
。
受
験
者
の
故
意
又
は

　

過
ち
で
、
資
格
を
得
ず
し
て
受
験
し
た
場
合
、
事

　

務
局
で
こ
れ
に
合
格
通
知
を
出
し
た
り
、
師
範
を

　

許
可
し
て
も
、
こ
れ
が
誤
り
と
判
っ
た
と
き
は
取

　

消
し
を
い
た
し
ま
す
。
取
消
し
通
知
を
受
け
た
方

　

は
、
協
会
指
定
の
合
格
帳
簿
か
ら
氏
名
を
削
除
し

　

そ
の
責
を
負
い
ま
せ
ん
。

◇
こ
の
試
験
は
一
次
を
受
け
て
資
格
を
得
て
か
ら
次

　

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
一
次
か
ら
四
次

　

ま
で
一
遍
に
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

但
し
、
所
定
の
教
育
（
実
習
過
程
表
）
を
履
修
し

　

た
上
で
、
一
次
、
二
次
、
三
次
の
資
格
を
得
た
人

　

は
四
次
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



　
令和８年４月

№

上記の通り申込みいたします（受験料 5,500 円）。
　　　令和　　　　 年　　　　 月　　　　 日

　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

◎第１次試験課題は楷書、第２次試験課題は行書、第３次試験半紙課題は草書、第４次試験

　半紙課題はかなと書体が規定されましたので、お間違いのない様お申込み下さい。

第４次第３次第２次第１次受 験 種 別

第 125回 全国書道教師資格認定試験申込書

所属団体（塾）名

指 導 者 名

同上指導者

住　　　所

 

・
上
半
身
脱
帽

 

・
第
二
次
以
降
の
方
は
不
要

写　
　
　
　

真

（
左
す
み
に
の
り
づ
け
の
こ
と
）

　

の
り

〒　　　　-

Tel　　　　（　　　　　）

受験者住所

受 験 者 名

生 年 月 日

雅号

〒　　　　-

　　　　　　　　　　Tel　　　　（　　　　　）

性
別

昭和
年　  月　  日 生（　 才）

平成

※
男・女

ふ　り　が　な ふりがな

審 査 印 受験番号

釈　　　　　　　　　　文

条　　　　　 幅
か　　　 な 漢　　　 字

半　　紙 氏　　名

第    

次

書　

体
（
雅 

号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

）

第
125
回
出
品
票

の　　　　り　　　（半紙作品の左下に貼ってください）

切　　と　　り　　線

切　
　
　
　
　

と　
　
　
　
　

り　
　
　
　
　

線

切　
　

と　
　

り　
　

線

 
　

こ
の
申
込
書
は
、
協
会
で
は
永
く
保
存
し
て
お
く
も
の
で
あ
り
ま

 
す
か
ら
正
し
く
判
り
易
く
記
入
し
て
下
さ
い
。

　

 
住
所
は
、
受
験
者
の
住
居
欄
に
は
所
属
の
塾
の
住
所
等
を
お
書
き

 

に
な
ら
な
い
で
、
正
し
い
自
分
の
住
所
を
お
書
き
下
さ
い
。
姓
名
は

 

本
名
、
雅
号
の
あ
る
方
は
雅
号
を
お
書
き
下
さ
い
。

　

釈
文
欄
に
は
、
提
出
作
品
の
釈
文
（
書
き
下
し
文
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

を
楷
書
で
明
確
に
記
入
の
こ
と
。
か
な
作
品
に
つ
い
て
も
、
平
仮

　

名
で
正
し
く
記
入
し
て
下
さ
い
。

　

出
品
票
の
受
験
番
号
は
協
会
で
記
入
し
ま
す
。
受
験
番
号
の
番
号

　

通
知
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

出
品
票
は
、
半
紙
作
品
の
左
下
に
ぶ
ら
さ
げ
る
よ
う
に
貼
っ
て
下

さ
い
。
第
三
次
、
第
四
次
出
品
者
は
半
紙
作
品
に
貼
付
し
其
の
他
の

作
品
に
は
貼
付
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

記
入
は
必
ず
自
筆
に
し
て
下
さ
い
。
全
部
記
入
し
て
い
な
い
と
記
入

漏
れ
で
処
理
さ
れ
、
審
査
に
失
格
し
、
不
合
格
に
な
り
ま
す
。
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メールアドレス（任意）

※該当は該当のところを丸で囲む、他は楷書で所定事項を書き込むこと。

公益社団法人　日本書作家協会　御中

※協会で記入

半
紙
：

条
幅
：


